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学
位
（
博
士
）
請
求
論
文 

要
旨 

平
安
初
期
に
お
け
る
南
都
仏
教
の
展
開 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
本 

由
美 

 

〈
目
次
〉 

序
章 

 
 

一 

本
論
文
の
対
象 

 
 

二 

研
究
史
と
問
題
点 

三 

本
論
文
の
分
析
視
角
と
課
題 

 

第
一
章 

日
本
近
代
に
お
け
る
南
都
仏
教
史
研
究 

は
じ
め
に
―
近
代
歴
史
学
の
成
立
と
仏
教
史
研
究
の
は
じ
ま
り 

一 

明
治
期 

（
一
）
宗
派
独
立
運
動
と
文
化
財
保
護 

（
二
）
明
治
期
の
南
都
仏
教
史
研
究 

二 

大
正
期 

（
一
）
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
国
家
主
義
の
傾
向 

（
二
）
大
正
期
の
南
都
仏
教
史
研
究 

三 

昭
和
戦
前
・
戦
中
期 

（
一
）
国
家
主
義
の
猛
威
と
「
日
本
固
有
」 

（
二
）
昭
和
戦
前
・
戦
中
期
の
南
都
仏
教
史
研
究 

む
す
び
に
か
え
て
―
南
都
仏
教
史
研
究
の
今
後 

 第
二
章 

日
本
古
代
に
お
け
る
「
宗
」
の
形
成 

 
 

は
じ
め
に 

 
 

一 

養
老
二
年
布
告
の
分
析 

 
 

二 

養
老
二
年
の
僧
綱 
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三 

養
老
二
年
布
告
の
背
景 

四 

「
宗
」
の
機
能 

お
わ
り
に 

 

第
三
章 
平
安
初
期
に
お
け
る
南
都
六
宗
の
宗
意
識
―
年
分
度
者
制
の
推
移
を
手
が
か
り
に
― 

は
じ
め
に 

一 

三
論
・
法
相
宗
間
の
対
立 

二 

宗
年
分
度
者
制
の
成
立 

三 

大
乗
戒
壇
設
立
論
争 

 
 

お
わ
り
に 

 

第
四
章 

九
世
紀
の
文
殊
信
仰
と
南
都
仏
教
の
地
方
的
展
開 

は
じ
め
に 

一 

諸
国
文
殊
会
の
成
立
と
そ
の
背
景 

 

二 

文
殊
信
仰
と
大
安
寺 

三 

行
基
信
仰
と
文
殊
信
仰 

 
 

お
わ
り
に 

 

第
五
章 

薬
師
寺
最
勝
会
の
成
立
に
関
す
る
一
考
察 

は
じ
め
に 

 
 

一 

薬
師
寺
最
勝
会
の
創
始 

二 

成
立
の
背
景 

 
 

お
わ
り
に 

 

第
六
章 

貞
観
五
年
御
霊
会
の
成
立
と
そ
の
意
義 

は
じ
め
に 

 
 

一 

平
安
前
期
の
政
治
と
社
会 
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二 

御
霊
と
法
相
宗 

 
 

三 

平
安
前
期
の
法
相
宗 

 
 

む
す
び
に
か
え
て 

 

結
章 

 

 

〈
各
章
要
旨
〉 

【
序
章
】 

本
論
文
は
、
平
安
初
期
の
南
都
仏
教
を
主
た
る
考
察
の
対
象
と
す
る
。
平
安
初
期
と
は
、
八
世
紀
末
か
ら
九
世
紀
初
頭
、
具
体
的
に
は
、
延
暦
十

三
年
（
七
九
四
）
の
平
安
京
遷
都
以
降
、
桓
武
、
平
城
、
嵯
峨
、
淳
和
、
仁
明
朝
を
指
す
。
従
来
こ
の
時
代
の
仏
教
史
叙
述
は
、
最
澄
・
天
台
宗
と

空
海
・
真
言
宗
を
軸
に
展
開
し
、
南
都
仏
教
は
そ
れ
へ
の
対
応
と
い
う
形
で
語
ら
れ
る
に
す
ぎ
ず
、
や
が
て
前
者
に
包
摂
さ
れ
る
よ
う
に
、
密
教
化

の
道
を
辿
る
と
い
う
構
図
が
描
か
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
、
戦
後
の
仏
教
史
研
究
の
枠
組
み
を
転
換
さ
せ
た
と
評
価
さ
れ
る
「
顕
密
体
制
論
」
に
も
継

承
さ
れ
て
お
り
、
中
世
顕
密
仏
教
の
前
提
と
し
て
、
九
世
紀
を
密
教
に
よ
る
全
宗
教
統
合
の
時
期
と
把
握
す
る
。 

こ
う
し
た
理
解
の
前
提
に
あ
る
の
は
、
天
台
宗
・
真
言
宗
＝
「
新
仏
教
」、
南
都
六
宗
＝
「
旧
仏
教
」
と
い
う
見
方
で
あ
る
。
新
し
い
宗
派
の
成
立

を
日
本
仏
教
史
上
に
お
け
る
画
期
と
位
置
付
け
る
の
は
、
か
つ
て
中
世
仏
教
を
論
じ
る
際
に
援
用
さ
れ
た
「
鎌
倉
新
仏
教
論
」
に
基
づ
い
て
い
る
。

第
一
章
で
詳
し
く
論
じ
る
が
、
明
治
二
十
年
代
頃
ま
で
淵
源
を
遡
る
「
鎌
倉
新
仏
教
論
」
は
、
鎌
倉
時
代
に
登
場
す
る
浄
土
宗
以
下
の
諸
宗
を
、
既

存
の
南
都
六
宗
・
天
台
宗
・
真
言
宗
、
す
な
わ
ち
「
旧
仏
教
」
を
革
新
す
る
「
新
仏
教
」
と
し
て
捉
え
る
。
そ
の
た
め
、「
鎌
倉
新
仏
教
」
の
革
新
性
・

優
位
性
を
論
じ
る
研
究
が
積
み
重
ね
ら
れ
、
近
代
に
お
け
る
仏
教
史
研
究
の
主
流
と
な
る
一
方
で
、
「
旧
仏
教
」
は
、「
新
仏
教
」
成
立
の
前
提
に
す

ぎ
な
い
と
さ
れ
、「
新
仏
教
」
が
克
服
し
よ
う
と
し
た
「
旧
仏
教
」
に
対
す
る
評
価
は
、
相
対
的
に
低
下
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
が
平
安
期
の
仏
教
史
叙

述
の
際
に
も
援
用
さ
れ
、
最
澄
と
空
海
の
革
新
性
が
高
く
評
価
さ
れ
る
一
方
、
南
都
六
宗
は
、
そ
れ
に
克
服
さ
れ
る
存
在
と
み
な
さ
れ
て
き
た
。 

し
か
し
な
が
ら
、「
新
仏
教
」・「
旧
仏
教
」
と
い
う
概
念
を
前
提
に
し
た
仏
教
史
叙
述
で
は
、
当
該
期
仏
教
の
展
開
を
充
分
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
最
澄
と
空
海
の
革
新
性
を
強
調
し
、
南
都
仏
教
は
そ
れ
に
克
服
さ
れ
た
存
在
と
捉
え
て
描
か
れ
る
仏
教
史
叙
述
は
、
平
安
期
仏
教
の

全
体
像
の
解
明
を
阻
害
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

よ
っ
て
、
本
論
文
は
、
平
安
期
仏
教
史
像
の
再
構
築
の
た
め
の
基
礎
的
研
究
と
し
て
、
南
都
仏
教
を
中
心
に
平
安
初
期
の
仏
教
史
を
論
じ
る
。
そ

の
際
、
最
澄
と
空
海
の
革
新
性
が
強
調
さ
れ
て
き
た
こ
れ
ま
で
の
研
究
状
況
を
鑑
み
て
、
あ
え
て
天
台
宗
・
真
言
宗
と
南
都
六
宗
と
い
う
構
図
を
示

し
、
相
対
化
す
る
方
法
を
と
る
。
ま
た
、
律
令
国
家
（
以
下
、
国
家
）
の
政
策
上
の
「
宗
」
を
全
体
の
分
析
視
角
と
し
、
南
都
仏
教
の
中
核
を
成
す

要
素
で
あ
る
「
国
家
仏
教
」
に
考
察
の
焦
点
を
絞
る
。
「
宗
」
を
分
析
視
角
と
し
た
の
は
、
平
安
期
仏
教
と
そ
れ
以
前
の
仏
教
と
の
大
き
な
違
い
は
、
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「
宗
」
意
識
の
顕
在
化
で
あ
り
、
そ
れ
が
平
安
期
仏
教
の
特
徴
と
捉
え
る
か
ら
で
あ
る
。
以
下
、
第
一
章
で
は
近
代
以
降
の
南
都
仏
教
史
研
究
の
整

理
、
第
二
章
で
は
「
宗
」
の
形
成
、
第
三
章
で
は
南
都
六
宗
の
宗
意
識
、
第
四
章
か
ら
第
六
章
で
は
南
都
六
宗
の
宗
意
識
が
い
か
に
発
揮
さ
れ
た
の

か
、
そ
の
具
体
例
と
し
て
南
都
僧
が
関
与
し
た
法
会
―
文
殊
会
、
最
勝
会
、
御
霊
会
―
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
成
立
事
情
か
ら
検
証
す
る
。 

な
お
、
本
論
文
の
い
う
「
南
都
仏
教
」
と
は
、
南
都
の
諸
寺
、
及
び
そ
の
周
辺
に
お
い
て
南
都
六
宗
を
中
心
に
展
開
し
た
仏
教
の
こ
と
で
あ
る
。 

  

【
第
一
章 

日
本
近
代
に
お
け
る
南
都
仏
教
史
研
究
】 

 

日
本
に
お
け
る
近
代
仏
教
史
研
究
は
、
明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）、
村
上
専
精
・
鷲
尾
順
敬
・
境
野
黄
洋
ら
に
よ
っ
て
創
刊
さ
れ
た
『
仏
教
史

林
』
に
は
じ
ま
る
。
村
上
・
鷲
尾
・
境
野
が
そ
れ
ぞ
れ
浄
土
真
宗
大
谷
派
の
僧
籍
を
も
っ
て
い
た
よ
う
に
、
当
初
の
研
究
の
中
心
は
、
仏
教
系
知
識

人
（
中
心
は
真
宗
の
僧
侶
・
在
家
信
者
）
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
は
じ
め
ら
れ
た
仏
教
史
研
究
の
な
か
で
、
南
都
仏
教
史
研
究
は
ど
の
よ
う
に
展
開

し
、
そ
こ
で
は
南
都
仏
教
が
ど
の
よ
う
に
語
ら
れ
た
の
か
。
当
時
の
学
問
潮
流
に
留
意
し
な
が
ら
、
明
治
か
ら
昭
和
戦
中
期
ま
で
の
南
都
仏
教
史
研

究
を
整
理
し
、
そ
の
問
題
点
を
指
摘
す
る
。 

 
 

 

明
治
と
い
う
新
し
い
時
代
は
、
南
都
仏
教
界
に
と
っ
て
ま
さ
に
激
動
の
時
代
で
あ
り
、
廃
仏
毀
釈
・
上
知
令
・
宗
派
独
立
問
題
な
ど
に
よ
っ
て
南

都
諸
寺
は
著
し
く
荒
廃
し
た
。
こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
、
多
く
の
文
化
財
や
貴
重
な
古
文
書
類
も
散
逸
し
た
が
、
こ
れ
を
憂
慮
し
た
政
府
は
、
明

治
四
年
（
一
八
七
一
）
よ
り
古
社
寺
と
宝
物
の
保
護
政
策
を
推
進
、
そ
の
過
程
で
美
術
史
・
建
築
史
の
分
野
か
ら
南
都
諸
寺
・
南
都
仏
教
に
関
す
る

研
究
が
は
じ
め
ら
れ
て
い
っ
た
。
一
方
、
明
治
二
十
年
代
に
は
、「
鎌
倉
新
仏
教
」
を
日
本
仏
教
の
到
達
点
と
み
る
「
鎌
倉
新
仏
教
論
」
（
鎌
倉
新
仏

教
中
心
史
観
）
が
浄
土
真
宗
の
僧
侶
ら
を
中
心
に
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。 

大
正
期
に
な
る
と
、
文
化
史
研
究
の
隆
盛
に
国
家
主
義
的
な
傾
向
が
あ
い
ま
っ
て
、
日
本
文
化
の
故
地
と
し
て
奈
良
に
注
目
が
集
ま
る
よ
う
に
な

る
と
同
時
に
、
そ
の
文
化
を
育
ん
だ
の
が
仏
教
で
あ
り
、
日
本
文
化
の
根
底
に
あ
る
も
の
と
し
て
南
都
仏
教
が
把
握
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
文
化
財

を
中
心
と
す
る
南
都
諸
寺
へ
の
関
心
は
地
元
・
奈
良
の
知
識
人
を
刺
激
し
、
奈
良
の
文
化
を
研
究
す
る
諸
団
体
の
設
立
と
機
関
誌
の
創
刊
が
相
次
ぐ
。

そ
れ
ら
の
な
か
で
も
特
に
注
目
さ
れ
る
の
が
、
東
大
寺
・
薬
師
寺
な
ど
、
南
都
諸
寺
の
有
志
に
よ
っ
て
創
刊
さ
れ
た
『
寧
楽
』
で
あ
る
。
仏
教
美
術

に
関
す
る
研
究
を
主
に
扱
う
本
誌
は
、
南
都
仏
教
内
部
か
ら
の
自
発
的
な
研
究
の
淵
源
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
時
期
は
先
に
提
出
さ
れ

た
「
鎌
倉
新
仏
教
論
」
が
研
究
者
の
間
で
共
有
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
「
鎌
倉
新
仏
教
」
の
革
新
性
・
優
位
性
を
論
じ
る
研
究
が
積
み
重
ね
ら
れ
て

い
く
。
さ
ら
に
、
大
正
期
は
、
古
代
仏
教
の
重
要
な
分
析
概
念
で
あ
る
「
国
家
仏
教
」
な
る
言
説
が
登
場
す
る
時
期
で
も
あ
る
。
以
降
、
南
都
仏
教

は
「
旧
仏
教
」
、
そ
し
て
「
国
家
仏
教
」
と
把
握
さ
れ
、
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。 
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帝
国
主
義
に
邁
進
し
た
昭
和
の
日
本
で
は
、
日
本
固
有
の
精
神
・
文
化
が
よ
り
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
は
仏
教
も
同
様
で
、
中
国
か
ら

朝
鮮
半
島
を
経
て
日
本
に
伝
来
し
た
仏
教
は
、
単
な
る
中
国
仏
教
の
移
植
で
は
な
く
、
独
自
の
展
開
を
遂
げ
た
「
日
本
仏
教
」
で
あ
る
こ
と
が
強
調

さ
れ
た
。
こ
う
し
た
な
か
、
「
鎮
護
国
家
」
「
国
家
仏
教
」
の
長
い
歴
史
を
も
つ
南
都
仏
教
は
、
そ
の
評
価
を
盛
り
返
し
て
い
く
。
ま
た
、
こ
の
頃
、

薬
師
寺
の
橋
本
凝
胤
が
『
岩
波
講
座
日
本
歴
史
』
（
昭
和
九
／
一
九
三
四
）
に
「
南
都
仏
教
」
と
題
す
る
論
考
を
寄
せ
、
南
都
仏
教
内
部
か
ら
そ
の

史
的
展
開
に
ま
つ
わ
る
研
究
を
発
信
し
た
。
そ
こ
で
は
、
「
国
家
仏
教
」
と
し
て
の
南
都
仏
教
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。 

以
上
、
戦
前
の
南
都
仏
教
史
研
究
を
概
観
す
れ
ば
、
そ
の
多
く
は
、「
鎌
倉
新
仏
教
論
」
と
「
国
家
仏
教
」
に
大
き
く
規
定
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

そ
れ
は
南
都
仏
教
内
部
の
研
究
者
に
も
共
有
さ
れ
て
い
た
。
「
鎌
倉
新
仏
教
論
」
は
、
戦
後
に
か
け
て
、
隆
盛
【
奈
良
時
代
】
→
衰
退
【
平
安
時
代
】

→
復
興
【
鎌
倉
時
代
】
と
い
う
南
都
仏
教
史
像
を
構
築
し
て
い
く
。
ま
た
、
聖
武
天
皇
の
時
代
を
古
代
の
頂
点
と
し
、
そ
の
前
後
を
準
備
と
崩
壊
の

段
階
と
位
置
付
け
る
古
代
史
概
説
の
な
か
で
形
成
さ
れ
た
「
国
家
仏
教
」
な
る
言
説
は
、
南
都
仏
教
の
最
盛
期
＝
聖
武
朝
と
い
う
理
解
を
生
み
、
そ

の
結
果
、
南
都
仏
教
は
奈
良
時
代
の
な
か
で
し
か
語
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
平
安
時
代
以
降
は
平
安
・
鎌
倉
「
新
仏
教
」
の
み
が
研
究
す
べ

き
対
象
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
見
方
は
、
基
本
的
に
戦
後
に
も
受
け
継
が
れ
る
。 

こ
の
よ
う
に
固
定
化
さ
れ
た
仏
教
史
像
を
打
破
し
、
既
存
の
枠
組
み
に
縛
ら
れ
ず
、
い
か
に
南
都
仏
教
を
描
き
直
す
か
。
日
本
仏
教
史
の
全
体
像

の
解
明
の
た
め
に
は
、
南
都
仏
教
史
研
究
の
進
展
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
る
。 

  

【
第
二
章 

日
本
古
代
に
お
け
る
「
宗
」
の
形
成
】 

 

日
本
古
代
に
お
け
る
「
宗
」
の
形
成
を
概
観
す
る
と
、
天
平
勝
宝
年
間
（
七
四
九
～
七
五
七
）
の
南
都
六
宗
―
華
厳
宗
・
三
論
宗
・
法
相
宗
・
律

宗
・
成
実
宗
・
俱
舎
宗
―
に
は
じ
ま
り
、
平
安
期
の
天
台
宗
・
真
言
宗
の
登
場
を
ま
っ
て
八
宗
体
制
に
い
た
る
。 

 
 

 

「
宗
」
の
形
成
を
考
え
る
上
で
注
目
す
べ
き
は
、『
続
日
本
紀
』
養
老
二
年
（
七
一
八
）
十
月
十
日
条
の
太
政
官
が
僧
綱
に
対
し
て
下
し
た
五
ヵ
条

の
布
告
で
あ
る
（
以
下
、
養
老
二
年
布
告
）。
こ
の
な
か
に
、「
五
宗
之
学
。
三
蔵
之
教
。
論
討
有
レ

異
。
弁
談
不
レ

同
。
自
能
該
二

達
宗
義
一

。
最
称
二

宗
師
一

。
毎
レ

宗
挙
人
並
録
。
」
と
み
え
る
の
が
、
日
本
の
文
献
に
お
け
る
「
宗
」
の
初
見
で
あ
る
。
本
章
で
は
、
養
老
二
年
布
告
を
通
し
て
、
日
本

古
代
に
お
け
る
「
宗
」
が
ど
の
よ
う
な
意
図
の
も
と
形
成
さ
れ
、
そ
れ
が
い
か
な
る
役
割
を
果
た
し
た
の
か
を
検
討
す
る
。
ま
ず
は
、
養
老
二
年
布

告
に
分
析
を
加
え
て
そ
の
内
容
を
精
査
し
、
次
に
、
養
老
二
年
布
告
に
関
与
し
た
と
考
え
ら
れ
る
当
時
の
僧
綱
の
一
人
、
神
叡
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
、

養
老
二
年
布
告
の
具
体
的
な
背
景
に
つ
い
て
検
証
す
る
。 

日
本
古
代
に
お
け
る
「
宗
」
は
、
養
老
二
年
布
告
を
端
緒
と
す
る
国
家
の
仏
教
政
策
の
な
か
で
生
ま
れ
た
。
そ
れ
以
前
か
ら
元
興
寺
・
大
安
寺
・

法
隆
寺
に
は
隋
仏
教
の
影
響
で
自
発
的
に
形
成
さ
れ
た
学
問
集
団
「
衆
」
が
存
在
し
た
が
、
国
家
が
そ
れ
を
再
編
し
て
誕
生
し
た
の
が
「
宗
」
で
あ
っ
た
。
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こ
の
政
策
に
は
、
当
時
律
師
の
立
場
に
あ
っ
た
神
叡
の
関
与
が
疑
わ
れ
る
。
神
叡
は
新
羅
へ
の
留
学
経
験
が
あ
り
、
学
解
仏
教
の
隆
盛
と
い
う
新
羅

の
状
況
を
目
の
当
た
り
に
し
た
神
叡
が
、
そ
の
知
見
を
日
本
に
持
ち
帰
っ
た
。
ま
た
、
神
叡
の
居
し
た
元
興
寺
に
は
神
叡
の
帰
国
以
降
、
華
厳
教
学

の
伝
統
が
形
成
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。 

こ
う
し
た
教
学
再
編
の
背
景
に
は
、「
僧
尼
令
的
秩
序
」
の
動
揺
が
あ
り
、
特
に
、
行
基
の
よ
う
な
僧
尼
令
に
違
犯
す
る
僧
尼
の
活
動
は
、
国
家
に

教
学
的
対
応
を
迫
り
、
正
統
教
学
の
形
成
を
意
識
さ
せ
た
。
そ
の
た
め
に
、
国
家
公
認
の
教
学
と
し
て
「
宗
」
を
置
い
た
。
教
学
を
五
つ
の
系
統
（「
五

宗
」
）
に
再
編
し
、
「
宗
師
」
を
選
出
さ
せ
て
異
説
を
排
除
し
、
「
高
徳
」
の
顕
彰
に
よ
っ
て
国
家
の
求
め
る
僧
尼
像
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
「
僧
尼
令

的
秩
序
」
の
安
定
・
維
持
を
は
か
ろ
う
と
し
た
。
つ
ま
り
、
日
本
古
代
に
お
け
る
「
宗
」
と
は
、
国
家
に
よ
る
僧
尼
統
制
の
な
か
で
生
ま
れ
た
の
で

あ
り
、
国
家
に
よ
っ
て
設
置
・
公
認
さ
れ
た
こ
と
に
そ
の
特
徴
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、「
宗
」
が
国
家
、
天
皇
の
認
め
た
教
学
に
他
な
ら
な
い
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
み
れ
ば
、
「
宗
」
と
は
、
国
家
、
天
皇
の
宗
教
的
権
威
を
維
持
す
る
た
め
の
装
置
と
し
て
機
能
し
た
と
も
い
え
る
。 

 

 

【
第
三
章 

平
安
初
期
に
お
け
る
南
都
六
宗
の
宗
意
識
―
年
分
度
者
制
の
推
移
を
手
が
か
り
に
―
】 

 

南
都
六
宗
は
、
今
日
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
学
派
」
で
あ
る
か
ら
、「
宗
派
意
識
」
は
存
在
し
な
か
っ
た
と
の
見
解
が
あ
る
。
果
た
し
て
、
南
都
六
宗

に
は
「
宗
派
意
識
」
は
存
在
し
な
か
っ
た
の
か
。
本
章
で
は
、
延
暦
年
間
（
七
八
二
～
八
〇
六
）
に
お
け
る
三
論
宗
と
法
相
宗
の
対
立
と
そ
れ
に
伴

う
年
分
度
者
制
の
変
遷
、
最
澄
と
の
対
決
を
通
し
て
、
国
家
の
政
策
と
し
て
形
成
さ
れ
た
南
都
六
宗
が
い
か
な
る
宗
意
識
を
発
揮
し
た
の
か
を
検
討

す
る
。 

延
暦
年
間
に
お
け
る
三
論
宗
と
法
相
宗
の
対
立
は
、
年
分
度
者
制
や
御
斎
会
・
維
摩
会
の
講
師
枠
な
ど
、
利
害
を
め
ぐ
る
対
立
で
あ
っ
た
こ
と
が

史
料
の
分
析
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
の
前
提
と
な
る
の
は
、
他
宗
と
の
違
い
を
認
識
し
、
他
宗
と
の
差
別
化
を
は
か
ろ
う
と
す
る
宗
意
識

で
あ
る
。
そ
う
し
た
宗
意
識
は
、
他
宗
と
の
教
学
上
の
差
異
が
明
確
に
認
識
さ
れ
て
初
め
て
表
面
化
す
る
の
で
あ
り
、「
空
」
「
有
」
を
め
ぐ
る
教
学

上
の
対
立
が
生
じ
た
よ
う
に
、
三
論
宗
と
法
相
宗
に
お
い
て
は
、
早
い
段
階
か
ら
教
学
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
過
程
で
生
じ
る

相
互
の
教
学
批
判
を
通
じ
、
自
宗
の
教
義
を
深
化
さ
せ
て
い
っ
た
結
果
、
自
宗
の
発
展
を
求
め
る
利
害
上
の
対
立
と
し
て
現
出
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

一
方
、
華
厳
宗
・
律
宗
・
成
実
宗
・
俱
舎
宗
は
、
学
統
の
断
絶
が
危
ぶ
ま
れ
る
ほ
ど
衰
微
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
諸
宗
「
競
学
」
を

掲
げ
る
国
家
に
と
っ
て
憂
慮
す
べ
き
事
態
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
国
家
の
腐
心
を
敏
感
に
察
知
し
、
諸
宗
の
平
等
な
存
続
を
保
証
す
る
制
度
を
提
案

し
た
の
が
最
澄
で
あ
る
。
最
澄
の
提
案
は
直
ち
に
採
用
さ
れ
、
延
暦
二
十
五
年(

八
〇
六)

の
新
年
分
度
者
制
、
い
わ
ゆ
る
宗
年
分
度
者
制
と
し
て
実

現
す
る
。
宗
年
分
度
者
制
に
よ
っ
て
、
各
宗
に
平
等
の
得
度
枠
が
設
定
さ
れ
、
修
得
す
べ
き
基
本
テ
キ
ス
ト
が
定
め
ら
れ
た
こ
と
は
、
こ
れ
以
降
僧

侶
に
な
ろ
う
と
す
る
者
に
、
い
ず
れ
か
の
宗
に
所
属
し
、
基
本
テ
キ
ス
ト
を
学
修
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
が
宗
へ
の
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帰
属
意
識
と
正
統
教
学
の
確
立
を
促
し
、
教
義
に
対
す
る
理
解
を
深
め
さ
せ
る
大
き
な
契
機
と
な
っ
た
。
そ
の
過
程
で
他
宗
と
の
違
い
が
明
確
と
な

り
、
や
が
て
、
他
宗
よ
り
も
優
位
な
立
場
に
あ
る
こ
と
を
求
め
る
排
他
的
な
宗
意
識
の
形
成
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。
つ
ま
り
、
宗
年
分
度
者
制
の
成

立
に
よ
っ
て
宗
の
在
り
方
が
変
化
し
た
こ
と
に
伴
い
、
宗
に
対
す
る
南
都
諸
宗
の
意
識
も
変
化
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

そ
の
排
他
的
な
宗
意
識
が
存
分
に
発
揮
さ
れ
た
の
は
、
宗
年
分
度
者
制
の
提
案
者
最
澄
に
対
し
て
で
あ
っ
た
。
最
澄
は
、
東
大
寺
の
戒
壇
か
ら
離

れ
て
天
台
宗
独
自
の
大
乗
戒
壇
を
設
立
す
る
勅
許
を
求
め
た
。
そ
れ
は
す
な
わ
ち
、
宗
年
分
度
者
制
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
た
諸
宗
平
等
と
い
う
枠
組

み
か
ら
天
台
宗
の
み
が
離
脱
す
る
こ
と
を
宣
言
し
た
と
も
い
え
る
。
宗
年
分
度
者
制
を
「
如
来
之
制
戒
」
と
捉
え
る
護
命
ら
僧
綱
・
南
都
諸
宗
に
と

っ
て
、
そ
れ
を
否
定
す
る
こ
と
な
ど
有
り
得
な
か
っ
た
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
た
仏
教
界
の
秩
序
を
打
破
し
よ
う
と
す
る
最
澄
の
主
張
は
、

決
し
て
容
認
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
最
澄
と
の
対
決
姿
勢
を
明
確
化
さ
せ
た
僧
綱
・
南
都
諸
宗
は
、
最
澄
に
対
す
る
排
他
的
な
宗

意
識
を
顕
在
化
さ
せ
て
い
っ
た
。
そ
れ
が
、
天
台
宗
対
南
都
諸
宗
と
い
う
平
安
初
期
仏
教
界
の
新
た
な
構
図
を
形
作
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

 

【
第
四
章 

九
世
紀
の
文
殊
信
仰
と
南
都
仏
教
の
地
方
的
展
開
】 

 

文
殊
信
仰
と
し
て
最
も
有
名
で
、
か
つ
東
ア
ジ
ア
に
広
く
普
及
し
た
の
が
中
国
五
台
山
の
文
殊
信
仰
で
あ
ろ
う
。
と
り
わ
け
、
こ
の
地
の
文
殊
信

仰
を
全
国
規
模
に
拡
大
さ
せ
た
の
が
不
空
（
七
〇
五
‐
七
七
四
）
で
あ
る
。
不
空
の
文
殊
信
仰
は
、
転
輪
聖
王
思
想
を
五
台
山
文
殊
信
仰
と
結
び
付

け
、
仏
教
に
基
づ
く
新
た
な
王
権
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
創
出
し
た
こ
と
に
そ
の
特
徴
が
あ
る
。
不
空
の
文
殊
信
仰
は
、
最
澄
に
よ
っ
て
初
め
て
日
本
に

も
た
ら
さ
れ
た
後
、
円
仁
が
本
格
的
に
導
入
し
た
。
し
か
し
、
円
仁
に
よ
る
不
空
文
殊
信
仰
の
本
格
的
な
導
入
以
前
に
、
日
本
で
は
文
殊
信
仰
の
高

ま
り
が
あ
っ
て
、
そ
れ
は
文
殊
会
の
創
出
と
い
う
形
で
あ
ら
わ
れ
る
。
文
殊
会
は
、
大
安
寺
の
勤
操
と
元
興
寺
の
泰
善
ら
に
よ
っ
て
は
じ
め
ら
れ
、

天
長
五
年
（
八
二
八
）、
太
政
官
符
に
よ
っ
て
全
国
に
設
置
さ
れ
る
。
こ
の
法
会
の
特
徴
は
、
文
殊
菩
薩
が
「
貧
窮
孤
独
苦
悩
衆
生
」
と
な
っ
て
出
現

す
る
と
説
く
『
文
殊
師
利
般
涅
槃
経
』（
西
晋
・
聶
道
真
訳
）
の
所
説
に
依
拠
し
て
貧
者
に
飯
食
が
施
さ
れ
た
こ
と
に
あ
り
、
不
空
の
文
殊
信
仰
と
は

全
く
異
な
る
側
面
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
九
世
紀
の
日
本
に
お
け
る
文
殊
信
仰
の
高
揚
は
、
不
空
文
殊
信
仰
の
受
容
だ
け
で
は
説
明
で
き

な
い
の
で
あ
る
。
な
ぜ
九
世
紀
の
日
本
で
文
殊
信
仰
が
高
揚
す
る
の
か
。
本
章
で
は
、
文
殊
会
の
創
設
者
の
一
人
、
大
安
寺
の
勤
操
に
注
目
し
、
そ

の
思
想
的
淵
源
を
探
り
つ
つ
、
文
殊
会
に
あ
ら
わ
れ
る
文
殊
信
仰
の
内
実
と
そ
の
高
揚
の
背
景
に
つ
い
て
検
討
す
る
。 

不
空
以
前
の
五
台
山
文
殊
信
仰
は
、
『
華
厳
経
』
と
の
関
わ
り
が
密
接
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
宣
伝
し
た
の
が
法
蔵
（
六
四
三
‐
七
一
二
）
で
あ
り
、

法
蔵
は
、
五
台
山
が
文
殊
菩
薩
の
聖
地
で
あ
り
、
か
つ
華
厳
の
聖
地
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
五
台
山
の
文
殊
信
仰
を
『
華
厳
経
』
と
と
も
に
鼓
吹

し
た
。
こ
う
し
た
法
蔵
の
華
厳
教
学
に
由
来
す
る
文
殊
信
仰
は
、
道
璿
に
よ
っ
て
大
安
寺
に
も
た
ら
さ
れ
た
。
そ
こ
で
『
梵
網
経
』
に
基
づ
く
福
田

思
想
と
結
合
し
、
大
安
寺
と
い
う
空
間
を
通
じ
て
勤
操
に
伝
承
さ
れ
、
九
世
紀
に
至
っ
て
文
殊
会
と
い
う
形
に
昇
華
さ
れ
た
。
換
言
す
れ
ば
、
文
殊
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会
は
、『
華
厳
経
』
や
『
梵
網
経
』
に
説
か
れ
る
福
田
思
想
の
実
践
例
と
い
え
、
そ
の
思
想
的
淵
源
を
辿
る
と
、
法
蔵
の
華
厳
教
学
に
行
き
着
く
の
で

あ
る
。
そ
れ
は
、
転
輪
聖
王
と
文
殊
菩
薩
を
結
び
付
け
る
不
空
系
文
殊
信
仰
を
受
容
し
た
天
台
宗
と
は
一
線
を
画
す
、
大
安
寺
を
中
心
と
し
た
南
都

の
法
蔵
系
文
殊
信
仰
と
い
え
、
こ
れ
こ
そ
が
文
殊
会
と
い
う
形
で
現
出
し
た
文
殊
信
仰
の
内
実
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
法
蔵
系
文
殊
信
仰
は
、
救
済

と
い
う
共
通
項
を
通
じ
、
当
時
巷
間
で
隆
盛
し
て
い
た
行
基
信
仰
と
結
び
付
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
活
発
化
す
る
社
会
事
業
に
南
都
の
存
在
感
を
与
え

て
い
く
こ
と
と
な
る
。 

 
 

 

そ
れ
を
志
向
さ
せ
た
現
実
的
な
背
景
に
は
、
天
台
宗
の
動
向
が
あ
っ
た
。「
行
基
菩
薩
」
に
帰
し
た
社
会
事
業
が
励
行
さ
れ
る
な
か
で
最
澄
は
、
自

身
の
施
料
を
割
い
て
社
会
事
業
に
あ
た
る
べ
き
と
す
る
講
師
像
を
「
六
条
式
」
で
示
し
、
自
ら
も
そ
れ
を
実
践
す
る
な
ど
、
国
家
の
求
め
る
僧
侶
像

に
応
え
よ
う
と
し
た
。
大
乗
戒
壇
の
設
立
を
め
ぐ
っ
て
生
じ
た
緊
張
関
係
が
続
く
な
か
、
天
台
宗
の
動
き
に
刺
激
さ
れ
た
僧
綱
は
、
行
基
と
結
び
付

け
て
語
ら
れ
た
文
殊
菩
薩
を
奉
じ
る
文
殊
会
を
全
国
に
設
置
す
る
こ
と
で
、
活
発
化
す
る
社
会
事
業
に
南
都
の
存
在
感
を
示
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

諸
国
で
南
都
僧
由
来
の
文
殊
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
は
、
南
都
の
法
蔵
系
文
殊
信
仰
の
普
及
を
意
味
し
た
。
九
世
紀
以
降
、
文
殊
信
仰
及
び
行
基
信

仰
を
媒
介
と
す
る
南
都
の
地
方
的
展
開
の
一
つ
の
在
り
方
が
諸
国
文
殊
会
の
成
立
に
み
て
と
れ
る
。 

 
 

 

【
第
五
章 

薬
師
寺
最
勝
会
の
成
立
に
関
す
る
一
考
察
】 

 

天
武
天
皇
の
発
願
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
薬
師
寺
は
、
僧
綱
所
が
置
か
れ
る
な
ど
、
創
建
以
降
、
官
大
寺
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

そ
の
薬
師
寺
に
、
天
長
七
年
（
八
三
〇
）、
最
勝
会
が
創
設
さ
れ
た
。
最
勝
会
は
、
そ
の
名
の
通
り
、
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
（
以
下
、
『
最
勝
王
経
』
）

を
テ
キ
ス
ト
と
す
る
講
経
法
会
で
あ
る
。
同
経
を
講
じ
る
法
会
と
し
て
、
す
で
に
宮
中
御
斎
会
が
成
立
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
薬
師
寺

に
最
勝
会
が
創
設
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。
本
章
で
は
、
最
勝
会
設
置
の
奏
請
者
で
あ
る
直
世
王
と
薬
師
寺
と
の
関
係
、
当
時
の
薬
師

寺
の
状
況
を
通
し
て
、
薬
師
寺
最
勝
会
の
成
立
事
情
に
つ
い
て
検
討
す
る
。 

薬
師
寺
は
、
天
武
天
皇
が
皇
后
（
後
の
持
統
天
皇
）
の
た
め
に
建
立
を
発
願
し
、
そ
の
事
業
は
持
統
・
文
武
天
皇
に
引
き
継
が
れ
る
な
ど
、
天
武

系
皇
統
に
所
縁
の
深
い
寺
院
で
あ
る
。
最
勝
会
設
置
の
奏
上
を
行
っ
た
直
世
王
は
、
天
武
系
の
五
世
孫
で
あ
り
、
当
時
は
薬
師
寺
の
檀
越
と
い
う
立

場
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
以
降
は
、
少
な
く
と
も
十
世
紀
初
め
頃
ま
で
、
直
世
王
を
は
じ
め
、
諸
王
の
氏
族
集
団
で
あ
る
「
王
氏
」
に
よ
っ
て

最
勝
会
が
運
営
さ
れ
た
。
最
勝
会
は
、
そ
の
暗
誦
が
得
度
条
件
と
さ
れ
る
な
ど
、
国
家
が
特
に
重
視
し
た
『
最
勝
王
経
』
を
テ
キ
ス
ト
と
し
、
堅
義

を
設
置
し
て
、
そ
れ
を
諸
国
講
読
師
補
任
の
た
め
の
階
業
と
し
た
。
仲
継
な
ど
寺
内
の
要
請
も
あ
り
、
こ
う
し
た
法
会
の
設
置
を
求
め
た
直
世
王
は
、

天
武
系
か
ら
天
智
系
へ
の
皇
統
の
移
行
、
天
台
宗
・
真
言
宗
の
台
頭
、
藤
原
氏
の
氏
寺
で
あ
る
興
福
寺
の
寺
勢
拡
大
を
見
据
え
、
護
国
の
担
い
手
と

し
て
薬
師
寺
の
存
在
を
印
象
付
け
る
と
と
も
に
、
僧
侶
階
業
と
い
う
付
加
価
値
を
設
け
る
こ
と
で
、
薬
師
寺
を
権
威
付
け
、
そ
の
地
位
の
向
上
を
は



9 

 

か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
最
勝
会
勅
許
の
わ
ず
か
二
年
後
に
は
、
大
安
寺
に
お
い
て
も
『
法
華
経
』
を
講
じ
る
法
会
が
設
置
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
興

福
寺
や
薬
師
寺
を
見
据
え
た
要
求
で
あ
り
、
平
安
初
期
の
仏
教
界
は
、
天
台
宗
、
真
言
宗
と
南
都
諸
宗
と
い
う
「
宗
」
の
拮
抗
を
抱
え
る
一
方
で
、

南
都
諸
寺
相
互
の
競
合
関
係
も
抱
え
て
い
た
と
い
え
る
。 

勅
会
で
あ
る
最
勝
会
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
例
え
ば
、
貞
観
五
年
（
八
六
三
）
、
国
家
主
催
の
御
霊
会
に
講
師
と
し
て
薬
師
寺
の
慧
達
が

招
請
さ
れ
、『
金
光
明
経
』
を
演
説
し
た
よ
う
に
、『
金
光
明
経
』、
も
し
く
は
『
最
勝
王
経
』
を
用
い
る
国
家
法
会
に
薬
師
寺
の
僧
侶
が
招
か
れ
る
慣

例
が
生
ま
れ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
ま
た
、
薬
師
寺
最
勝
会
は
、
宮
中
御
斎
会
・
興
福
寺
維
摩
会
と
併
せ
て
三
会
と
称
さ
れ
、
九
世
紀
の
半
ば

に
は
、
維
摩
会
の
講
師
を
経
た
者
を
御
斎
会
と
最
勝
会
の
講
師
と
し
、
こ
れ
ら
三
会
の
講
師
を
全
て
つ
と
め
あ
げ
た
者
（
已
講
）
を
順
次
僧
綱
に
補

任
し
て
い
く
制
度
が
整
え
ら
れ
る
。
薬
師
寺
は
、
国
家
仏
事
の
な
か
で
も
特
に
重
要
な
法
会
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
た
三
会
の
一
つ
、
最
勝
会
を
開

催
す
る
寺
院
と
し
て
特
別
な
地
位
が
与
え
ら
れ
、
権
威
付
け
ら
れ
て
い
く
。
直
世
王
の
意
図
は
こ
こ
に
達
成
さ
れ
た
と
い
え
る
。 

  

【
第
六
章 

貞
観
五
年
御
霊
会
の
成
立
と
そ
の
意
義
】 

 

御
霊
会
と
は
、
災
異
、
特
に
疫
病
流
行
の
原
因
を
政
治
的
敗
者
の
怨
霊
に
よ
る
祟
り
と
み
て
、
そ
の
霊
を
慰
撫
す
る
こ
と
に
よ
り
、
災
異
の
収
束

を
願
う
儀
式
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
御
霊
会
は
民
間
の
行
事
と
し
て
は
じ
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
通
説
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
国
家

が
取
り
込
み
、
大
々
的
に
開
催
し
た
の
が
貞
観
五
年
（
八
六
三
）
で
あ
っ
た
（
貞
観
五
年
御
霊
会
）
。
こ
の
時
、
崇
道
天
皇
（
早
良
親
王
）
、
伊
予
親

王
、
藤
原
夫
人
（
藤
原
吉
子
）
、
観
察
使
（
藤
原
仲
成
）
、
橘
逸
勢
、
文
屋
宮
田
麻
呂
が
御
霊
と
し
て
慰
撫
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
他

の
御
霊
会
で
慰
霊
の
対
象
者
が
明
確
に
伝
え
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
貞
観
五
年
御
霊
会
と
そ
の
他
の
御
霊
会
に
は
性
格
的
な
差
異
が
あ
る
。
つ
ま
り
、

貞
観
五
年
御
霊
会
の
開
催
は
、
国
家
、
特
に
当
時
政
権
を
掌
握
し
て
い
た
藤
原
良
房
の
政
治
的
意
図
が
働
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
貞
観

五
年
御
霊
会
は
、
僧
侶
が
招
か
れ
て
経
典
を
説
き
、
慰
霊
行
為
を
担
う
と
い
う
仏
事
で
あ
っ
た
こ
と
も
そ
の
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
本
章
は
、

こ
の
点
に
注
目
し
、
当
該
期
の
政
治
・
社
会
の
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
、
慧
達
及
び
そ
の
関
係
者
と
御
霊
と
の
関
係
を
検
証
す
る
こ
と
で
貞
観
五
年
御

霊
会
の
成
立
事
情
に
つ
い
て
検
討
す
る
。 

八
世
紀
末
以
降
、
こ
れ
ま
で
累
積
し
て
き
た
種
々
の
矛
盾
が
表
面
化
し
は
じ
め
、
律
令
体
制
は
変
動
の
時
期
を
迎
え
る
。
朝
廷
内
で
は
嵯
峨
天
皇

の
信
任
を
得
た
冬
嗣
以
降
、
藤
原
北
家
の
権
力
形
成
が
進
み
、
他
の
有
力
貴
族
と
の
間
で
政
争
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
混
沌
と
し
た
状
況
で
あ
っ
た
。

特
に
、
冬
嗣
の
子
良
房
は
、
天
皇
家
と
の
婚
姻
関
係
を
重
視
し
、
外
戚
と
い
う
地
位
を
確
保
す
る
こ
と
で
藤
原
北
家
繁
栄
の
基
礎
を
固
め
た
。
良
房

に
よ
る
権
力
形
成
は
、
宗
教
政
策
に
も
反
映
さ
れ
、
神
階
奉
叙
の
実
施
、
天
台
宗
の
円
仁
・
真
言
宗
の
真
雅
と
の
接
近
、
三
会
制
度
の
整
備
な
ど
が

行
わ
れ
た
。
こ
う
し
た
な
か
開
催
さ
れ
た
貞
観
五
年
御
霊
会
に
も
良
房
の
政
治
的
意
図
が
働
い
て
い
た
こ
と
は
疑
い
を
入
れ
な
い
。 
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一
方
、
御
霊
会
に
講
師
と
し
て
招
請
さ
れ
た
慧
達
と
そ
の
関
係
者
の
経
歴
を
確
認
す
る
と
、
貞
観
五
年
御
霊
会
以
前
に
、
善
珠
、
勝
虞
、
仲
継
ら

法
相
宗
の
僧
侶
が
御
霊
の
追
善
に
関
与
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
興
福
寺
の
善
珠
と
早
良
親
王
と
い
う
個
人
的
な
関
係
を
起

点
と
し
、
御
霊
へ
の
対
応
が
法
相
宗
の
内
部
で
継
承
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
ま
た
、
法
相
宗
が
御
霊
と
関
わ
る
こ
と
が
で
き
た
前
提

の
一
つ
と
し
て
、「
自
然
智
宗
」
の
形
成
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
法
相
宗
が
伝
統
的
に
密
教
的
要
素
を
内
包
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。 

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
考
察
を
踏
ま
え
て
、
貞
観
五
年
御
霊
会
の
成
立
を
考
え
る
と
、
そ
れ
に
は
法
相
宗
の
意
向
が
働
い
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
円

仁
や
真
雅
な
ど
、
本
格
的
な
密
教
修
法
を
修
得
し
て
い
た
彼
ら
で
は
な
く
、
法
相
宗
の
慧
達
が
御
霊
の
慰
撫
を
つ
と
め
た
こ
と
は
、
そ
れ
が
良
房
を

中
心
と
す
る
朝
廷
の
発
案
で
は
な
く
、
法
相
宗
側
か
ら
の
提
案
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
当
時
、
政
権
の
中
枢
に
あ
っ
た
良
房
と
円
仁
・

真
雅
と
の
接
近
は
、
法
相
宗
に
と
っ
て
は
憂
慮
す
べ
き
事
態
で
あ
っ
た
。
貞
観
五
年
御
霊
会
の
開
催
は
、
密
教
に
対
す
る
期
待
の
高
ま
り
と
い
う
状

況
に
あ
っ
て
、
い
か
に
法
相
宗
の
存
在
価
値
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
か
を
模
索
し
た
結
果
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
宗
年
分
度
者
制
を
契
機

と
し
、
天
台
宗
と
の
対
立
・
論
争
や
真
言
密
教
の
浸
透
を
経
て
、
南
都
六
宗
に
お
い
て
育
ま
れ
た
自
発
性
の
発
揮
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
、
文
殊

会
、
最
勝
会
な
ど
、
一
連
の
法
会
の
整
備
は
、
そ
の
所
産
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。 

 

 

【
結
章
】 

 

各
章
の
分
析
・
検
討
を
通
し
て
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、
平
安
初
期
は
、
南
都
僧
の
関
与
す
る
講
経
法
会
の
整
備
が
積
極
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、

密
教
化
と
い
う
観
点
だ
け
で
当
該
期
の
仏
教
史
を
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
貴
族
を
中
心
に
密
教
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
た
と
は

い
え
、
諸
宗
「
競
学
」
の
国
家
か
ら
す
れ
ば
、
南
都
六
宗
は
も
と
よ
り
、
天
台
宗
も
真
言
宗
も
一
貫
し
て
同
列
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
み
れ
ば
、「
旧

仏
教
」
・
「
新
仏
教
」
な
る
概
念
で
区
別
す
る
こ
と
は
も
は
や
適
切
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
天
台
宗
・
真
言
宗
と
南
都
の
密
教
化
を
軸
に

平
安
期
の
仏
教
史
を
描
く
だ
け
で
は
、
そ
の
全
体
像
は
決
し
て
解
明
で
き
な
い
の
で
あ
る
。 

天
台
宗
、
真
言
宗
、
南
都
六
宗
そ
れ
ぞ
れ
が
競
合
し
て
展
開
し
て
い
っ
た
平
安
初
期
の
仏
教
史
は
、
ま
さ
に
諸
宗
「
競
学
」
と
い
う
国
家
の
基
本

方
針
の
具
現
化
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
、「
宗
」
は
、
国
家
、
天
皇
の
認
め
た
教
学
に
他
な
ら
ず
、
国
家
が
主
導
し
て
形
成
さ
れ
た
南
都
六
宗

も
、
勅
許
を
得
て
成
立
す
る
天
台
宗
、
真
言
宗
も
こ
の
意
味
で
「
国
家
仏
教
」
の
構
成
要
素
と
し
て
は
同
質
で
あ
り
、
国
家
の
た
め
に
役
立
つ
こ
と

を
求
め
ら
れ
、
そ
れ
に
応
え
続
け
る
よ
う
な
仏
教
、
す
な
わ
ち
、
国
家
の
仏
教
理
解
を
受
け
い
れ
た
仏
教
―
筆
者
は
こ
れ
を
「
国
家
仏
教
」
と
定
義

す
る
―
で
あ
り
続
け
る
限
り
、
と
も
に
国
家
に
よ
っ
て
包
摂
さ
れ
る
存
在
で
し
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

 


